
英論文読解
（English paper reading）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分




検索
手段

mind

ス
ボ
ト

ラcontents

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１分



 セラピストが「ナゼ論文を読む必要性があるのか？」という議論や問題は従来から昨今までも言われ続けている
 読まなくともある程度の臨床はできるし，読んだからといってすぐに臨床につながるわけでもない

ス
ボ
ト

ラintroduction

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3分



英論文って、どんなイメージ？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分



英語論文

検索手段

ス
ボ
ト

ラ情報収集のためのマインド

mind

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１分



「英論文を読むこと」自体が目的になってない？

・・・

英論文読め！わかりました！
(なんで～…)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分



臨床や勉強中に疑問が出てくる

参考書 or インターネット/SNSで確認

日本語論文で確認

英論文で確認

臨床でどう使うか

ス
ボ
ト

ラ疑問解決のためのステップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



 英論文読解は翻訳サイトを使用しても日本語の情報よりも時間がかかる．
 日本語の参考書や論文で解決できる疑問であればそれでいいし，それで解決できない(求めている答えが出てこな
い)状況であれば，英語論文を読む必要性が出てくる．特に最新の動向が知りたい場合は英論文がBEST！

ス
ボ
ト

ラ「調べるなら絶対に英論文」ではない

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
３分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



 海外研究は多くのリハビリテーション分野において国内研究よりも報告数が上回っている（日本 vs 日本以外）
 IF(Impact factor)が高い論文が多く，信頼性のある雑誌が多い

海外研究 国内研究

ス
ボ
ト

ラ英論文の優位性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



 １論文当たりどれくらい引用されたか (どの程度ほかの論文に影響したか) の数値．
 ジャーナルの影響力の指標であり，海外ジャーナルの方が数値が高い．毎年算出される．

ス
ボ
ト

ラIF (impact factor)とは？

引用された回数
(1年間)

出版した論文
(過去2年間)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



ス
ボ
ト

ラTOP５【Neuroscience/rehabilitation】2020
SCIMAGO INSTITUTIONS RANKINGS：https://www.scimagojr.com/journalrank.php?type=j&area=2800

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



 最近ではtwitter / Instagram / TikTokなどのSNSを利用した情報発信機会が増えてきている．
 分かりやすく解説してくれているものが多く，スマホで簡単に見れるため勉強しやすい（効率化）．
 重要なことは受け手の取捨選択能力であり，インターネットの情報がすべて悪いわけではない．

ス
ボ
ト

ラブログやSNSは悪か

どこでもすぐ
確認できる

メリット デメリット

分かりやすい

正しい情報か不明

引用元の確認 ＆ 発信者は誰か

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
3分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



ス
ボ
ト

ラ様々なSNSコンテンツ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分

日本の研究者の数＜＜＜＜＜海外の研究者の数
IF：雑誌の中の研究の引用数
H-index：引用数とその本数で研究者の質を評価



ス
ボ
ト

ラ様々なブログコンテンツ
https://www.rehabilimemo.com/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分



ス
ボ
ト

ラ様々なブログコンテンツ
https://fukugyougorira-pt.com/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



臨床や勉強中に疑問が出てくる

参考書 or インターネット/SNSで確認

日本語論文で確認

英論文で確認

臨床でどう使うか

ス
ボ
ト

ラ疑問解決のためのステップ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



ス
ボ
ト

ラ英論文を読む時のスタンス
Ingles JL et al.：Fatigue after stroke．Arch Phys Med Rehabil. 1999 Feb;80(2):173-8

 “研究者を目指す/研究の仕方を学ぶ”というのであれば，デザインや統計/解析方法まで細かく読解する必要がある
 しかし，臨床家として“患者に還元するため”という視点であるならば，臨床でどのように応用できるか？という視
点をもちながら読解する必要がある．英論文を読む目的を見失わないように．

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



 英語論文の導入において，いきなり“難解な内容”や“興味のない分野”のものを読むことはかなりのストレスとなる
 “英語を読む！”が主目的となると，肝心の臨床応用への視点で読むことができなくなり，負の経験へと繋がる
 導入においては，可能な限り “読みやすい論文”を選定し，翻訳ソフトを利用することが望ましい

ス
ボ
ト

ラ英論文を読む時のスタンス

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

翻訳ソフト：英辞郎etc…、google翻訳
※英単語や文法を暗記はかなり時間がかかる。その場で覚えようとしないで翻訳ソフトを使いながらゆっくり覚えるのがベスト。臨床疑問の解決という本来やりたいことを見失わないように。
それでも単語を覚えて、より読みやすくしていきたいという人は、英語の勉強は英語の勉強で時間を短めに決めてやった方がいい。（大学院とか）
翻訳ソフト使っていても何個も読んでいると何となく単語の意味や文法がわかってくる。

・翻訳ソフトを使う
・短めの論文から読んでみる
・興味のある分野から読む



 広く全般的な学問からの検索が可能であり，論文によってはPDFファイルにてダウンロードも可能
 最新知見というよりは，多くのヒトが読んでいるポピュラーな論文を検索しやすい

ス
ボ
ト

ラ➊ google scholar

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

実例を提示



 広く全般的な学問からの検索が可能であり，論文によってはPDFファイルにてダウンロードも可能
 最新知見が随時アップデートされていくため，目新しい論文を検索しやすい

ス
ボ
ト

ラ➋ PEDro

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

実例を提示
診療ガイドライン、システマティックレビューなど、エビデンスレベルの高いものを主に扱っている。



 広く全般的な学問からの検索が可能であり，論文によってはPDFファイルにてダウンロードも可能
 最新知見が随時アップデートされていくため，目新しい論文を検索しやすい

ス
ボ
ト

ラ❸ Pubmed

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分（～41分）休憩5分

実例を提示
症例報告からシステマthっくレビューまで網羅。



ス
ボ
ト

ラいろんな疑問

肩関節亜脱臼には
どう対応する？

Keyword : stroke, Subluxation

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
２分

実例を提示
症例報告からシステマthっくレビューまで網羅。



ス
ボ
ト

ラPubmedで調べてみよう➊

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラPubmedで調べてみよう➋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラPubmedで調べてみよう❸
ちなみにこれ便利 ※google chrome

stroke Subluxation

肩関節亜脱臼には
どう対応する？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラPubmedで調べてみよう➍

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラPubmedで調べてみよう❺

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラオススメ翻訳サイト➊ google翻訳

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラオススメ翻訳サイト➋ shaper + DeepL

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラShaper + DeepLを使用➊
 Shaper ➔文章のコピペで生じる事がある「段落のガタつき」を解消．１つの文章としてつなげる．
 DeepL ➔翻訳サイト

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラShaper + DeepLを使用➋

ここにコピペしてから

ここをクリック

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラShaper + DeepLを使用❸

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラここでどう解釈するか

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラ疼痛の改善は？➊

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラ疼痛の改善は？➋

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30ｓ

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



ス
ボ
ト

ラ疼痛の改善は？❸

疼痛の
原因から対応
を探る？

亜脱臼の程
度と疼痛は
関連する？

神経系の問題？
バイメカ的問題？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

「英語論文を読む」ことが目的になってはいけない。臨床の疑問を解決したい、知識面で単純に気になる事がある、そのために検索をしたら、その疑問を解決してくれるかもしれない参考書や論文が出てきた。
それがたまたま英語論文だった。だからそれを読めた方が勉強になるし成長につながる。というだけの話。

もし、その疑問にマッチするのがたまたま日本語の論文だったらそれを読めばいい。英語論文という選択肢を選べるようにした方が、視野が広がる。
ただし、英語論文の方が圧倒的に量が多く、信頼性のある雑誌が多い。

で、その考え方があった中で検索をしていく。
疑問点がありました。次はその疑問点によっても見た方がいい論文が決まってくる。
①最新の知見を広く知りたいのか
②個々の症例を通して、どの介入でどのくらい改善したのかという詳しいデータが見たいのか
③ある特定のピンポイントの疑問を解決したいのか



 検索前より“歩行＝gait or walk”や“脳卒中リハビリ＝stroke rehabilitation”などの興味テーマがあれば一番良い
 興味があるため読むことへのモチベーションが維持されやすく，単語も比較的馴染みのあるものが多く読みやすい

ス
ボ
ト

ラ自分の興味のある論文を読む

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分　



①Title：題名

②Abstract(Summary)：要約

③Introduction(BackGround)：序論

④Materials/Methods：対象/方法

⑤Results：結果

⑥Discussion：考察

⑦Conclusion：まとめ

⑧Reference：参考文献

ス
ボ
ト

ラ論文の構成

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 この英語論文を読むか否か？を決める部分であり，タイトルから内容がイメージできるかが理解できるか？に影響

ス
ボ
ト

ラ時短のために読む順番 ➊タイトル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

検索後、まずタイトルで大まかに役立ちそうなものを決める。



Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 おおまかな研究の概要が書いてあるところであり，深く読むか否か？の判断材料となり得る

ス
ボ
ト

ラ時短のために読む順番 ➋Abstruct

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

タイトルで役立ちそうなものがあれば、要約を読んで本当に役立ちそうなものかを確認する。




Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 研究の結果・考察等を主としたまとめの箇所

ス
ボ
ト

ラ時短のために読む順番 ❸Conclution

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

結論や研究限界を記している。
これを見て、この論文の結論を見てから、考察を見ると理解しやすい。



Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 どのような対象者に対して，どのようなデザイン・手法・解析方法をとったのかを述べている箇所

ス
ボ
ト

ラ介入研究の場合 ➍methods

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

特に介入研究の場合、どのような対象で効果があったか、無かったのかは、大まかには把握しておいた方が、実際にリハに利用するために役立つ。
高齢者なのか、若年者なのか、脳卒中者なのか、脳腫瘍なのか、クモ膜下なのか。




Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 研究結果を示している箇所

ス
ボ
ト

ラ介入研究の場合 ➍‘Results

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

データを見たいとき。介入研究でどれくらい変わったか。
統計的優位さがなくても多少の変化を示しているものもある。
細かい数値が、臨床的に重要なのであれば、見る。



Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 結果に対して，ナゼそのような結果に至ったのかを述べている箇所

ス
ボ
ト

ラ適宜➊ Discussion

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

その結果をどのように考えるかを示している場所。
結語から見て、その結論に向かってどう考察していくのかを見た方が理解しやすい印象。




Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 著者がこの研究を行うに至った背景や動機，または目的を述べながら先行研究からの知見について触れるところ

ス
ボ
ト

ラ適宜➋ Introduction (Back ground)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

タイトルと要約で、この論文は読むべきだ・むしろ読みたい、となれば、全文を読む。
イントロ（目的・背景）は先行研究のまとめと、それらの限界、これから何を明らかにしていくかが書いてある。
先行研究の引用が多数あるため、興味を惹かれる引用があれば、参考文献からメモをしておくとよい。
イントロだけでも勉強になる。



Barra J et al：Humans use internal models to construct and update a sense of verticality . Brain. 2010 Dec;133(Pt 12):3552-63

 著者が研究を行うにあたって参考にした他文献を示している箇所

ス
ボ
ト

ラ適宜❸ Reference

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分

引用された文章で、興味があるものがある場合、ここからメモをする。



①Title：題名

②Abstract(Summary)：要約

③Introduction(BackGround)：序論

④Materials/Methods：対象/方法

⑤Results：結果

⑥Discussion：考察

⑦Conclusion：まとめ

⑧Reference：参考文献

ス
ボ
ト

ラ最初に確認すべきポイント

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分　（～74分）



症例報告

総説論文

原著論文

ス
ボ
ト

ラ論文の種類

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分



ス
ボ
ト

ラエビデンスレベル

※レビューも

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



 研究者による新しい研究成果を報告したもの
 研究疑問を解決することを目的に，実験したところ“このような成果・結果となった”というもの

ス
ボ
ト

ラOriginal article：原著論文

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1分



 主に介入による効果を統計的に分析，まとめて報告したもの．
 その介入方法が対象に対してどのような効果があったのかを知ることができる．

ス
ボ
ト

ラClinical Trial：臨床試験

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



 ある分野や研究においての先行論文を遡って総合的に要約・まとめたもの
 特定の分野や学問の知識を把握したい場合において非常に便利
 メタアナリシスは複数の文献から得られた数値をまとめてデータ解析し報告したもの

ス
ボ
ト

ラReview article：総説論文

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分

PubMedでreviewとついている。



 症例に対する臨床的経過や成果を報告したもの
 各臨床家がどのような切り口でアプローチを実施し，どのように客観的に考察したかを知ることができる

ス
ボ
ト

ラCase report：症例報告

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



ス
ボ
ト

ラ最後にもう一つ
脳卒中後の嚥下障害
に対するリハは？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分



ス
ボ
ト

ラCase report：症例報告

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2分
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